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（様式１） 

診 療 科 研 修 コ ー ス 

診療科研修名【整形外科コース】 

 

１．診療科（専門領域） 

  整形外科 

 

２．コースの概要 

  外科系基礎プログラムと整形外科プログラムを研修 

 

３．取得資格 

  整形外科専門医研修指定病院で、整形外科コースでの研修期間が専門医取得のための研修期間

として認定される。 

  ３年を終了した者に、国立病院機構による診療認定医（Ⅰ） 

 

４．長期目標 

 ・外傷（骨折）に対する診断・初期治療の実践と治療方法の習得 

 ・脊椎疾患、関節疾患、上肢・手の外科疾患、関節リウマチに対する診断と治療計画の策定、治

療方法の習得 

 ・整形外科専門医の取得を目標とした臨床研究 

   

５．取得手技 

 ・骨折の徒手整復、牽引・ギプス固定、外傷に対する創処理（デブリドマン、筋・腱・皮膚の縫

合） 

 ・開放骨折の初期治療 

 ・硬膜外ブロック、神経根ブロック、脊髄造影、関節造影   

 ・骨折整復固定術、人工骨頭置換術、良性骨・軟部腫瘍切除術 

 

６．研修期間 

  ３ 年間  

 

７．募集人数 

  ２ 名 

 

８．２００９年度診療科の実績と目標症例数 

  

主要疾患 症例数（年間） 目標症例数（年間） 

腰椎椎間板ヘルニア ２６ ３ 

腰部脊柱管狭窄症 ８７ ５ 

頚椎症性脊髄症 ３０ ２ 

後縦靱帯骨化症 ７ １ 

脊椎腫瘍 ５ １ 

変形性股関節症 ９５ １０ 

変形性膝関節症 ５３ １０ 

大腿骨頭壊死症 ５ ２ 

絞厄性神経障害 １９ ５ 
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手術 件数（年間） 目標件数（年間） 

骨折整復固定術 ５５ ２５ 

人工骨頭置換術 １４ ７ 

良性骨・軟部腫瘍切除術 ５ ２ 

徒手整復術 ５ １ 

   

   

   

   

   

   

 

９．診療科の指導体制 

 診療科医師数 常勤  １１ 名、非常勤  １ 名 

 診療科研修の指導にあたる医師   １１ 名 

主として研修指導にあたる医師の氏名         齊藤 正伸    

〃           診療科経験年数      ３２   年 

 

１０． コンセプト 

 ・整形外科専門医を目指す医師に対し、「見学する研修」ではなく「実践する研修」、EBM に基づ

く診断、患者を人間と捉えた治療方針の決定、高度な技術が提供できる整形外科専門医の育成

を目指している 

 

１１．一般目標 

 ・外傷（骨折）に対する診断・初期治療の実践と治療方法の習得 

 ・脊椎疾患、関節疾患、上肢・手の外科疾患、関節リウマチに対する診断と治療計画の策定、治

療方法の習得 

 ・整形外科専門医の取得を目標とした臨床研究 

 

１２．関連領域の研修に関して 

    施設内での研修         可能    不可 

    施設外との交流研修       可能    不可 

    研修領域の決定 

      本人の意向を研修責任者が聴取し、本人と相談して決定 

    日本整形外科学会、中部日本整形外科災害外科学会などの研修会に参加できる。 

    スポーツ整形外科、小児整形外科領域で専門的研修の希望があれば施設外での研修をアレ

ンジできる。 

 

１３．共通領域研修について 

 ・医療安全管理研修会の開催（年４回） 

 ・南河内カンファレンス 

 


